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前　半 B得点

しかし中部は8番山城のステップシュートなどで得点し、

試合の行方は予断を許さない。

ついには25分、20対20と明治が追いつく。
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戦況

見出し 粘る明治大を振り切り、中部大が勝利をあげる

23対21で中部の勝利となった。

中部大学スコア 21

A 得点

開催地（都道府県名） 大阪府 会場名 丸善インテックアリーナ大阪

回戦 準々決勝性別 男子
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戦況報告書作成者 中川昌幸

一方中部は8番山城の巧みなパスワークからノーマークを作り、応戦し、

17対16と点差を縮める。たまらず中部はタイムアウトを請求し、

10分16対14と2点差に詰め寄る。その後も宮崎の活躍で15分50秒、
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立ち上がり明治はGK12番高橋の堅守からの速攻でペースをつかむ。

終盤ペースを握った中部大が13対9で4点リードで折り返す。

後半立ち上がり、明治は10番宮崎のミドルシュートなどで得点し、

流れを変えようとする。その後、両校の好プレーが続き、

好守を連発し、そこからの速攻で徐々に明治を引き離す。

拮抗した試合が続く。20分過ぎより中部大はGK16番篠田が

流れを引き戻す。中盤になっても両校GKのファインセーブの応酬で


